
第

五
節

製
造
業

・
職
人

一

製
造
業

(
一
)
矢
吹

の
製
造
業

製
造
業
は
、
生
活

に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
生
産
す

る
生
業

で
あ
る
が
、
そ
の
組
織

・
形
態
に
よ
り
大

別
す

る
と
、
古
く
か
ら
の
職
人

に
よ
る

伝
統
的
手
法
と
技
術

の
継
承
に
よ
る
熟
練
を
要
す
る
手
工
業
的
生
産
と
、
明
治
に
は

い
り
本
格
的

に
台
頭
し
た
工
場
的
労
働
者

(職
工
)
に
よ

る
生
産

が
あ
る
。

矢
吹

の
製
造
業

の
状
況

に
つ
い
て
は
詳
細
を
示
す
資
料
に
乏

し
く
詳
細
は
語
れ
な

い
が
、
明
治
時
代
後
期

か
ら
大
正
初
期

の
統
計
書
か
ら
製
造
業

の

生
産

の
種
別
や
規
模
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め

る
。

な
お
職
人
の
生
産

に
つ
い
て
は
別
項

で
扱
う

こ
と
と
す
る
。

第五節 製造業 ・職人

(
一
一)
統
計
書

に
み
る
矢
吹
の
製

造
業

表

13
の
資

料
は

『西
白
河
郡
統
計
書
』

よ
り
抜
す

い
し
た
も

の
で
、
か
な
ら
ず
し
も
各
小
学
校

「郷
土
誌

』
と
合
致
し
な

い
点
も
あ
る
が
、
状
況
を

知
る
手
が
か
り
と
す

る
。

織
物
は
各
戸
で
冬
季

の
副
業
と
し

て
、
ま
た
高
齢
者

の
仕
事
と
し
て
自
家
用

の
着
物
生
地
を
織

っ
て
い
る
。
従

っ
て
機
台
も
各
家

で

織

物

所
持
し

て
い
た
。
木
綿
織
物
と
絹
織
物
が
あ

る
が
当
地
方
で
は
木
綿
織
り
が
主
流

で
あ
る
。
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油 金

属

機
械
精

奮 醸 擁 醸 清 醸 霜 織
木

業 霧
想

類
塁
逆

麦
粉 迫 造 甦 造 廼 造 墾 物 種 裂

旧

大 明 明 大 明 明 大 明 明 大 明 明 大 明 明 大 明 明 大 明 明 年

茎
　

正 治 治 正 治 治 正 治 治 正 治 治 正 治 治 正 治 治 正 治 治 数
四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 調
十 十 十 卜 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 度三 三 二 三 三 二 三 三 二 三 三 二 三 三 二 三 三 二 三 三 二

四 一 ・ 二 二 二 『 三 三 三 三 三 一
鍵骨

数

ご 6 七 八 饗口

矢

八 一 七 三 二 二 八 九 ○ 三 ・ 吹
三 八 九 九 二 四 三 ○ 二 口 石
石 石 石 石 石 石 石 石 石 数

町

; 八 一

職

工

一 一 一 一一 胴 一 一 一 一
裂嵜

数

饗
中

三 三 二 = 口

二 九 八 八 四 二
一 ・ 畑

石 石 石 石 石 石 石
数

村

一 一 ・ , '

職

一[

三 三 一三 三 モ 三 三 三 三 一 「

鯉芦

数

一 一 一 畠 一 曹 三 四 饗

三

七
八

〇
七

七
九 七 三 天

九
二

九
四

七
〇

一 ?

石
神

石 石 石 石 石 石 石 石 石 数
村

職 茜

一

工

舟

羅
暮
)
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業

種

年

度

矢

吹

町

中

畑

村

三

神

村

製
造
戸
数

機台

・

石

数

職

工

製
造
戸
数

機
台
・

石
数

職

工

製
造
戸
数

機台

・

石数

職

工

製

茶

明
治
四
十
二

七

二
五
石

二

六
〇
石

明

治
四
卜
二、

ヒ

二
五
石

二

一

五

石

大
正

三

陶

器

明

治
四
f.
一

一

一

明治

四
十
三

一

一

大
正

三

一

一

菓

f

明
治
四
十
二

明
治
四
十
三

大
正

三

六

一

一

竹

製

品

明
治
四
十
二

明

治

四

十,..

大
正

三

二

五

第五節 製造業 ・職人

明
治
四
十
三
年
、
矢
吹

・
中
畑

・
三
神

に
各

三
戸
縞
木
綿
織
物
所
が
登
録
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
機
台
は

一
で
職

工

一
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、

通
年
生
産
し

て
、
自

家
用
に
と
ど
ま

ら
ず
商
品
化

し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ

の
時
期
全
国
的
に
紡
績

工
場

・
織
布

工
場
が
稼
動
し

て
い
る

の
で
、

安
価
な
工
場
製
品
に
負
け
廃
業
し
た
と
み
ら
れ
、
大
正
三
年
に
は
姿
を
消
し

て
い
る
。

酒

・
醤
油

の
醸
造
は
、
地
域

の
消
費
量
は
、
地
域

で
生
産
す
る

の
が
普

通
で
、
特

に
酒
に

つ
い
て
は
貴
重
な
米
を
消
費
す

る
の
で
各

醸

造

藩

に
届

出
て
許

可
を
得

て
生
産
す

る
の
が
た

て
ま
え

に
な

っ
て
い
る
。
醸
造
元
は
、
庄
屋

・
地
主
な
ど
資
産
家
層

が
常

で
あ

っ
た
。

レ

,
マ
り
ー
げ

わ

当
、

レ
マ
つ

越
後
な
ど
か
ら
杜
氏

(酒

つ
く
り
職
人

の
長
)
を

よ
び
寝
食
を
と
も

に
し
て

麹

づ
く
り
か
ら
は
じ
ま

っ
て
の

一
連
の
仕
事
は
職
人
業
で
あ

っ
た
。
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第二章 生業と生産

味
噌

・
醤
油
は
、
麹
を

買

っ
て
き

て
自
家
製
も
あ

っ
た
が
、
特

に
醤
油
は
酒

と
同
様

に
消
費
者
は
買

い

求
め
る

の
が
普
通
で
、
各

村

に
は

醸

造

元

が
あ

っ

た
。明

治
に
な
る
と
、
し
ば

ら
く
の
問
は
従
来

の
生
産

形
態

が
継

続

し

た

も

の

の
、
や
が
て
企
業
家
が
他

地
域

へ
の
販
売
を
視
野
に

【写真81】絵紙 清酒醸造 中畑岡崎本店

 

大
量
生
産
を
は
か
る
よ
う

に
な
る
。

酒
造
は
矢
吹
町
に
三
戸
、
三
神
村

に
三
戸
あ
り
、
矢
吹
町

の
生
産
石
数
は
大
正

三
年

に

↓
〇
八
三
石
と
上
昇

し
、
三
神
村
は

↓
九

二
石
に
減
少
し

て
い
る
。
か

つ
て
中
畑
村
に
も
醸
造
元
は
あ

っ
た
が

こ
の
時
期
ま
で
に
廃

【写真82】絵紙 醤油醸造 中畑千代倉

ハ

ヱ

古
滴
老

へ'
皐

斥

「

'4
古
酒
誓
全
廿
七
薗

い

凄貿

し嚢
慧
蕪

相

載

涌

、
蟄
限

～
、

彦

ー
曳

凝

外

、樽

繕

僕

接
曳

ヨ

ノ釦
著

々

通
楚
あ

朋
罐
・5

券

イ
雇
で

憲

楓ぶ【写真83】清酒卸売値段表 明治34年

 

業
し

て
い
る
。
焼
酎
は
、
清
酒
づ
く
り
の
か
た
わ
ら
生
産
さ
れ
た
米
焼
酎

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
矢
吹
の
大
木

酒
店

の

「
松
緑
」

は
全
国
清
酒
品
評

会
で

一
等
賞

に
な

る
な
ど

(大
正
二
年
)
矢
吹

の
酒
は
全

国
的

に
有
名

に
な
る
。
現
在
醸
造
元
は
大
木
代
吉
本
店

]
店
と
な

っ
て

い
る
。

醤
油
は
、
矢
吹
町

に
二
、
中
畑
村

に

一
、
三
神
村
に
三
戸
で
大
正
三
年
に
は
あ
わ

せ
て
二
九
九
石

つ
く

っ
て
い
る
。
最
後
ま
で
残

っ
た
筑
前
屋
醤
油

醸
造
元
は
平
成

に
は

い

っ
て
醸
造
を

や
め
た

の
で
現
在

は

一
店
も
な

い
。
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第五節 製造業 ・職人

古
来
水
車
を
利
用
し

て
の
精
米
精
粉
は
各

村
に
あ
り

、
「車

屋
」

な
ど
と
称
さ

れ
て
い
る
。

四
六
時
中
水
車
を
ま
わ
し
依
頼
を
受

け

精
麦

・
精
粉

て
稼
動
し
た
。
大
が
か
り
な
精
麦

・
精
粉
工
場
は
、
大

正
三
年
矢
吹
町

に
大
木
水
力

工
場
が
あ
り
、
職
工
八
人
で
操
業
し

て
い
る
。

精
米

一
か
年

二
〇
〇
〇
俵
、
製
粉

一
か
年

五

一
〇
貫
、
製
麺

一
か
年
五
万
貫
を
生
産

し
、
原
料

の
小
麦
は
近
隣
町
村

の
産
出
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ

ま

え

ご

ま

し
ぼ

中
畑
村
に
製
油
所

が

一
軒
あ
り
、
菜
種

油
、
胡
麻
油
、
荏
胡
麻
油
な
ど
を
搾
り
、
油
と
油
か
す
を
生
産
し

て
い
る
。
職

工
は

一
人
な

製

油

所

の
で
搾
油
機
を
持
ち
個
人
作
業

に
よ
る
製
油
所
と
思
わ
れ
る
。

現
在
矢
吹

に
は
製
茶
業
は
な

い
が
、
古

く
か
ら
茶
は
、
自
家
で
茶

の
木
を
栽
培
し
葉
を

刈
り
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
製
茶

し
て
い
た
。

製

茶

明
治
十
七
年

の
西
白
河
郡
茶
業
組
合

の
人
名
簿

に
は
、
茶
製
造
販
売
人
と
し

て
矢
吹
村

に
七
名
、
中
畑
新

田
村

一
名
、
明

岡
村

一
名
、

大
和
久
村

一
名

、
中
畑
村
六
名

の
名

が
記

さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
認
可
を
得
て
生
産

し
て
い
た
。
明
治
四
十

二
年

に
な
る
と
、
中
畑

村
七

戸
、
三
神

村

二
戸
と
な
り
、
矢
吹
町

の
記
録
は
な

い
。
矢
吹

の
製
茶
は
、
明
治

の
末

で
終
り
、
各
所

に
あ

っ
た
茶

の
木
も
整

理
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
良
質
茶

の
大
量
移
入
は
地
元

の
製
茶
業
を
衰
退
さ
せ
る
原
因
に
な

っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。

か

し

鉄

工
所
は
矢
吹

に
四
軒
あ
り

(大

正
三
年

)
職
工
は

一
〇
人

い
た
。
鍛
冶

屋
は
、

金

物

製

造

力

鉄
製
農
具

の
修
理
や
、
農
具

の
鍛
造
に
欠

か
せ
な
か

っ
た
。
鍛
冶
屋
は
技
術
が
問

よ

あ

わ
れ

る
職
人

の
仕
事

で
製
品
の
善

し
悪

し
は
親
方

の
腕
し
だ

い
で
あ

っ
た
。
特

に
刃
物
を
手
が
け
る

職
人
は
尊
重
さ
れ
て

い
る
。

矢
吹

で
唯

一
の
陶
器

で
三
神
村
神
田
藤
井
金
次

が
明
治
十
九
年
創
業
し
た
。
石
川

陶

器

郡
沢
田
村

・
東
白
川
郡
宮
本
村

の
石
綿
と
西
郷
村

の
粘
土
を
調
合
し

て
生
地
を

つ

ひ
ね
り

き
ゅ
う

く
り

、
手

捻

製

で
低

火
度

で
焼

い
た
も

の
で
あ

る
。

石
綿
焼

・
神

田
焼
と

し

て
、
茶
わ

ん

・
急

す

ゆ
さ
ま
し

ゆ
わ
か
し

ぼ
ん

か

つ
ん

須

・
湯
冷

・
湯
沸

・
盆

・
花
瓶
な
ど
を
生
産

し
た
。
明
治
三
十
三
年

に
は
皇
太
子
殿

下
に
献
納
さ
れ

た
り

、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

に
出
品
す
る
な
ど
、
珍
重
さ

れ
造
形
的

に
は
評
判
と
な

っ
た
が
、

【写真84】石綿焼火瓶
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材
質

の
こ
と
も
あ
り
量
産
販
売
す
る
ま

で
に
は

い
た
ら
な
か

っ
た
。

大
正
三
年

に
は
菓
子
製
造
業
が
、
中
畑

∴
二
神

に
各

一
店
、
矢
吹

に
六
店
あ
り
、
い
ず

そ

の

ほ

か

こ
た

れ
も
職
人

に
よ
る
製
造

と
販
売

で
当
時
は

「
下
り
菓
子
」

(他
地
域
製
造

の
菓
子
)

の

ま
れ

矢

二

矢
吹
町
の
職
人

瀦
撫障

統
計
が
あ
る
が
、
前
述

の
各
表
に
示
す
資
料
と
、
矢
吹
小
、
三
神
小

の

『郷
土
誌
』
に
は
酒

と
醤
油

の
項

目
に
若

干
の
記
載
が
あ
る
も
の
の
そ
の
ほ
か

の
統
計
は
空
白

で
あ

る
。
中
畑
小
の

『郷
土
誌
』

に
は
昭
和
七
年
次
と
八
年
次

の
み
の
、
油
、
醤
油
、
菓

子
類
、
木
箸
、
籠

・
旅
、
製
茶
に
関
す

る
記
載
が
あ
る
も

の
の
売
上
高
だ
け
で
あ

る
の
で
内
容
は
把
握

で
き
な

い
。

こ
れ
ら
の
商
業
統
計
で
は
産
業
分
類
が
お
お
ま
か
で
、
商
人
、
職
工
、
職
人
の
区
別
が

で
き
な

い
の
で
職
人

の
動
向
を
読
み
と
る
こ
と
は

で
き
な

い

が
、
商

人
以
外

に
も
店
を
構
え

て
商
売
を
し

て
い
る
職

人
も
軌
を

一
に
し
て

い
る
も

の
と
推
測
で
き
る
。
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(
二
)
職
人

の
動
向

職
人
の
語
は
時
代

に
よ
り
意

味
の
違

い
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
近
世
以
来
使
わ
れ
て

い
る
手
工
業
者
と

い
う
意
味

で
使
う

こ
と
に

職
人

に
つ

い
て

す
る
。
手
工
業
者

に

つ
い
て
も

、
明
治
時
代
以
降

に
な

る
と

工
場
労
働
者
を
職
工
な
ど
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
り
、
「
職
人
」

は
伝
統



第五節 製造業 職人

的
な
手
工
業
者

を
指
す

よ
う

に
な

っ
て

い
っ
た
。

白
河

の
よ
う

な
城

下
町

に
は
職
種
に
応

じ
た
職
人
町
な
ど
が
形
成

さ
れ
た
が
、
小
規
模
な
宿
場
町

の
矢
吹
に
は
そ
う

し
た
職
人
町
は
な

い
。
し
か
し

町
内

に
は
数
多

く
の
職
人
た
ち
が
お
り
、
矢
吹
町

に
住
む
人
び
と
は
必
要

に
応
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
身
近
な
職
人
を
頼
り

に
し

て
き
た
。
職
人
は
土

地

に
依
存
し
な

い
で

「
技
術
」
に
よ

っ
て
生
活
す

る
。

よ
う
す

る
に

「わ
ざ
」
を
飯

の
た
ね
に
し

て
生
活
し
て

い
る
が
、
「わ
ざ
」
を
発
揮
す

る
場

に

よ

っ
て

「
居
職
」
と

「出
職
」
に
わ
け
ら
れ
る
。

「居
職
」
と
は
鍛
冶
屋
と
か
仕
立
屋

の
よ
う

に
仕
事
場
と
し
て
の
店

や
工
場
を
構
え
、
そ
こ
で
生
産
、

加

工
す
る
人
た
ち
を

い
い
、
「
出
職
」

は
左
官

屋
や
屋
根
屋

の
よ
う

に
自
分

で
道
具
を
持

っ
て
依
頼
先
に
出
向
き

、
そ
こ
で
加

工
、
修

理
を

し
た
り
す

る
人
た
ち
を
指

し
て
い
る
。
居
職
は
店
を
構
え

て
商
売
を
し
て

い
る
点

で
商
人
と
区
別
し
に
く

い
が
、
商
人
を
規
定

し
て
お
く
な
ら
ば
、
生
産
者
と
消

費
者
を
商
品
の
売
買
を
と
お
し
て
媒
介
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
そ
の
間

の
利
ざ
や
で
生
計
を
立

て
る
人
と

い
っ
て
よ

い
。

つ
ま
り
商
人
は
自

ら
が
生
産

に
は
か
か
わ
ら
ず
、
商
品

の
流
通
の
部
分

に
関
与
し

て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
自
分
で
生
産
を

し
て
商
う
居
職
と
は
異
な

る
。

職
人

の
社
会

で
は
親
方
と
職
人
、
そ

の
下
に
位
置
す
る
弟
r
と
に
わ
け
ら
れ
て

い
た
の
が
普
通

で
、
こ
う
し
た
階
層
は

「徒
弟
制
」

職
人
の
社
会

ね
衡

と

「年
季
制
度
」

に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
て
き

た
。
徒
弟
制
は
親
方
の
も
と

に
弟
子
入
り
し
、
親
方
か
ら
訓
練
を
受
け
、
自

ら
も
経
験

を
積
み
な
が
ら
技
術
を
修
得
す
る
し
く

み
を

い
う
。
訓
練
、
修
養

の
た
め

の
約
束

の
期
間
を

「年
季
」
と

い
い
、
そ
れ
が
あ
け

て
は
じ
め
て
職
人
と
し

て

一
と
お
り
の
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き

る
よ
う

に
な
る
。
こ
う

し
た
形

で

「
わ
ざ
」

は
継
承
さ
れ

て
き
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
第

二
次
大
戦
後
は

職
業
訓
練
学
校

や
専
門
学
校

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
と
お
し
て

「わ
ざ
」
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り

、
長

い
歴
史

の
中
で
培
わ

れ
て
き
た

「
徒
弟
制
」
や

「
年
季
制
度
」

は
し
だ

い
に
形
骸
化

し
て
い
く
が
、
職
人

の

「
う

で
」

の
良
し
悪
し
は
訓
練
と
経
験

に
よ

っ
て
培
わ
れ

る
と

い
う
点
は

か
わ

っ
て

い
な

い
。

矢
吹
町
史
の
民
俗
調
査

の
過
程
で
、
矢
吹

町
内

に
は
多

く

の
職
人
さ
ん
が

い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
が
、
職
人

の
世
界
も
大
き
く

職
人
調
査

の
意
義

変
化
し
て

い
る
。
職
人
に
な
る
過
程

や
職
人

の
持

つ
技
術

は
、
長

い
間
に
培
わ
れ

て
き
た
民
俗
で
あ

る
が
、
親
方
か
ら
弟
子

へ
、

あ

る
い
は
親
か
ら
子

へ
と

い
う
徒
弟

の
関
係
の
中
で
、
目

に
み
え
な

い

「
わ
ざ
」
と
し

て
継
承
さ

れ
て
き

た
も

の
で
あ
り

、
民
俗
社
会
は

こ
う
し
た

349
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ひ
ん

「
わ
ざ

」
に
よ

っ
て
も
支
え

ら
れ
て

い
た
の
で
あ

る
。
社
会

の
変
化

に
と
も
な

っ
て
、
伝
統
的
な

「
わ
ざ
」

の
継
承

そ
の
も

の
が
危
機

に
瀕
し

て
い
る

今
、
わ
た
し
た
ち
は
職
人

の
道
旦
ハを
収
集
し
、
「
わ
ざ

」
を
記
録
し

て
お
く
こ
と
が
必
要

で
あ

る
こ
と
を
痛
感
す

る
。

こ
こ
で
は
矢
吹
の
職
人
さ

ん
の
、

一
部

の
方
々
に
聞
き
書
き
を
し
た
の
で
、

こ
れ
を
と
お
し
て
矢
吹
町

の
職
人

の
世
界
の

一
端
を
知

っ
て
も
ら

い
、
そ
の
記
録

の
手
立
て
を
考
え

て
い
た

だ
き
た

い
。

350

(三
)
職
人

の
聞
き
書
き

1

箒

づ
く

り

樫
村
文
男

(大

正
八
年
生
れ
)

す

か

が
わ
ぼ
つ
き

 箒
は
須
賀

川
の
特
産
品
な
ん
で
す
。
栃
木
県

の

「
鹿
沼
箒
」

や
千
葉

の

「
沼
田

の
箒
」

な
ん
か
も
有
名
で
す
が
、
こ
こ
の
箒
は
特
に

「
須
賀

川

箒
」

と
よ
ば
れ
て
た
ん
だ
な

い
。
ん
で
、
今

や

っ
て
い
る
家
が
あ

っ
か
ど
う
か
わ
か
ん
な

い
で
す
が
、
旧
石
川
郡
小
塩
江
村

の
堤
あ
た
り

(須
賀

川
市
小
塩

江
)
に
は
箒
を

つ
く
る
家
が
何
軒
か
あ

っ
た
ん
で
す
。
須
賀
川
箒
は
肩
の

つ
く
り

に
産
地

の
特
徴
が
あ

っ
て
、
装
飾
も

ほ
か

の
と

こ
と
は
違

っ
て
ま
す
。

以
前
は
箒
は
家
庭

の
必
需
品
だ
か
ら
ど
の
家

で
も
何
本
か
は
か
な
ら
ず
あ

っ
た
し
、
学
校
や
工
場

で
も
た
く
さ
ん

の
箒

が
必
要
だ

っ
た
ん
で
忙

し
か

っ

た
ん

で
す
が
、
だ

ん
だ

ん
電
気
掃
除
機

が
普

及
し
て
き
た
り
、
家

の
床

の

つ
く
り
も
か
わ

っ
て
き
た
も
ん

で
箒
を
使

わ
な
く
な

っ
た

の
。
箒
は
必
需
品

で
な
く
な

っ
た
の
ね
。

お
れ
げ

の
親
父
は
保
蔵
と

い

っ
て
明
治

三
十
九
年

(
一
八
九
九

)
生
れ
で
す
。
小
塩
江
村
堤
の
安
藤

っ
つ
う
家

の
親

父
の
お

ん
つ
あ
ま

(親

父
の
母

の
姉

の
だ
ん
な
)
が
箒
づ
く
り
し
て
た
人
な

ん
で
す
。
親
父
は
器
用
な
人

で
竹
細
工
な
ん
か
も

や

っ
て
た
も
ん
で
、
お
ん

つ
あ
ま

の
箒
づ
く
り
を
よ
く

み
て
て
そ
こ
で
覚
え
た
ら

し
い
。
弟
子
入
り

し
た
わ
け

で
は
ね
え
ん
で
す
。

い
や
、
親
父
も
は
じ
め
か
ら
箒
づ
く
り
の
商
売
を
し

て
い
た
わ
け
で
は
ね

、尺
ん
だ
な

い
。
お
れ
の
ば
あ
さ
ま

の
従
兄
弟

が
矢
吹

で
牛
乳
屋
を
し
て

い
て
、
そ

の
人
か
ら
配
達
手
伝

っ
て
く
れ

っ
て
頼
ま
れ
た
ん

で
、
親
父
は
家
を

舎
弟

に
任
せ
て
、
と
り
あ
え
ず
大
正
十
三
年

(
一
九

二
四
)
に

一
人
で
矢
吹

に
出

て
き
て
牛
乳
配
達

や
り
な
が
ら
そ
の
ま
ま

こ

っ
ち
さ
落
ち

つ
い
ち

ゃ

っ
た
ん

で
す
。
ん
で
も
、
当
時
は
景
気
悪
く

て
牛
乳
配
達
な
ん
ど
で
は
だ

め
だ
と

い
う
こ
と
で
、
し
ば
ら
く
し
て
牛
乳
屋
を
辞
め

て
自
分
で
箒

づ
く
り
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は
じ
め
た

の
。
は
じ
め
は
五
軒
長
屋
を
借
り
て
後

で
そ
こ
を
買

い
求
め
て
、
表

の
方
を
直
し
て

「各
種
箒
製
造
販
売
」
の
看
板
を
か
け

て
箒
屋

の
商
売

は
じ
め
た
ん

で
す
。

お
れ
は
大
正

八
年

(
一
九

一
九
)
、
須
賀
川

の
奥

の
石
川
郡
田
中

つ
う
と

こ
生

れ
な
ん
だ
が
、
小
学
校

二
年

の
と
き
に
親
父

の
住
む
矢
吹

に
出
て
き

て
矢
吹
小
学
校
に
転
校

し
ま

し
た
。
学
校
出
た
後

は

い
ろ
い
ろ
勤
め
て
ま
し
た
が
、
兵
隊
か
ら
帰

っ
て
き
た
昭
和
二
十

一
年

(
一
九

四
六
)
八
月
か
ら

箒

屋
の
跡
継

い
だ
ん
で
す
。
親
父
は
ず
ー

っ
と
箒

屋
を
続
け

て
い
て
、
お
れ
も

つ
く

っ
た
ん
だ
が
お
も

に
販
売

の
方
を
担
当

し
ま
し
た
。
あ

の
こ
ろ
は

バ
イ

ク
も
車
も
な

い
か
ら
、
箒
を
自
転
車
に

つ
け

て
商
店

に
卸
し
に
よ
く

い
っ
た
も
ん

で
す
。

つ
く

る
方

で
は
親
父

の
弟
子

に
は

い

っ
た
わ
け
で
は
な

く

、
親
父
が

つ
く
る
の
み
て
て
覚
え

っ
ち

ゃ
っ
た

ん
だ
な

い
。

ご

さ

ろ

「
五
叉
路

の
箒
屋
」
と
か

「箒
屋
」

っ
て
い
え
ば
お
れ
げ

の
こ
と
だ

っ
て
だ
れ
で
も
知

っ
て
ん
だ
ね
。
前
は
お
れ
が
教
え

た
人
も
あ

っ
て
商
売

や

っ

て
た
よ
う
だ
が
今
は
矢
吹

に
は
箒
屋
は
お
れ
だ
け
に
な

っ
た
か
ら
、

お
か
げ

で

「箒
屋

の
文
男
あ
ん

に
ゃ
」

っ
て
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば

わ
か
り
ま
す
。

も
う
商
売
は
や
め
ま

し
た
が
、
今

で
も
趣
味
で
箒
を

つ
く

っ
て
ん
で
す
。

箒

の
種
類

う
ち

で
つ
く

っ
た
箒

は

「座
敷
箒
」
と

「竹
箒
」
だ
な

い
。
座
敷
箒

っ
て
い
う

の
は
部
屋
掃
く
箒

で
、
竹
箒
は
外
で
使
う
箒
だ
。
座
敷
箒
に
も
種
類

が
あ

っ
て
、
ナ
ガ

エ

(長
柄
)
と
柄

の
短
け
え

テ
ボ
ー
キ

(手
箒
)
、
そ
れ

に
柄

の
な

い
バ
ン
ボ
ー
キ

(盤
箒
)
が
お
も

だ
ね
。
竹
箒

に
は
長
柄

の
タ

ケ
ボ
ー
キ
と
柄
の
短
け
え

コ
ボ
ー
キ
が
あ

り
ま
す
。
座
敷
箒
は
箒
草
で

つ
く

る
の
が
主
で
、
竹
箒

は
竹

の
葉

(枝
)
を
使
う

ん
で
す
。

ホ
ー
キ
グ
サ
の
栽
培

座
敷
箒
は
ホ
ー
キ
グ
サ

(箒
草
)
使
う

ん
で
す

が
、
箒

は

一
年
中

つ
く

っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
材
料
は
鹿
沼
の
問
屋
に

い
っ
て
わ
が
眼

で
み
て
、

め
か
た
か
け
て
キ

ロ
い
く
ら

で
仕
入
れ
て
き

た
ん
で
す
。
ん
で
も

一
.反
歩

ほ
ど
ホ
ー
キ
グ
サ
を
栽
培
し

て
ま
し
た
。
今

で
も
ち

ー

っ
と

つ
く

っ
て
ま
す
。

ホ
ー
キ
グ
サ
は
オ

カ
ボ
を
ま
く
こ
ろ
、

つ
ま
り

四
月
下
旬
か
ら
五
月

は
じ
め

こ
ろ
種
を
ま
き
ま
す
。
ウ
ネ
立
て
て
、
そ
こ
に
サ

ラ
サ
ラ
と
ま

い
て
い

く
。
厚
ま
き
し
て
間
引
き
し
な

い
と
細

い
の
が
で
き
る
。
細

い
も

の
は
シ
ン
タ
チ

っ
て

い
っ
て
枝
が
半
分
に
も
な
ん
ね
え
し
芯
が
た
ち
ま
す
。
芯
た

っ
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た

も

の
は

す

ぐ

折

っ
き

ょ
れ

っ
ち

ま

う

ん

だ

。

ん
だ

か

ら
厚

ま

き

し

な

い
よ
う

に

し

て

一
〇
修

γ

お
き

く

ら

い

は

に
生
や
さ
な

い
と
だ

め
。
そ
う
し

っ
と

い
い
穂

が
出
る
。
出

っ
と
な

い
、
早

い
も

の
は
旧

の
盆
前
に
収
穫
で
き

た
。
丈
は
ニ

メ
ー
ト
ル
く
れ
え
か
な

あ
。
穂
が
出
て
か
ら
中

に
実
が
あ
ん
ま
り
は
え

っ
ち
ま
う
と
穂
先
が
真

っ

黒

に
な

っ
ち
ま
う
か
ら
実

が
赤

み
が
か

っ
た
と
き

に
、
穂

が
出
た
と
こ
ろ

の
最
初

の
節

の
と

こ
ろ
を
引

っ
張

っ

て
折

っ
き

ょ
れ
ば

い
い
ん
で
す
。
旧
暦

の
お
盆

こ
ろ

一
度
収
穫
す

っ
と

、
折

っ
た
と

こ
ろ
か
ら
一
.番

ぼ

(穂

)

が
出

て
そ
れ
も
使
わ
れ
ま
す
。

収
穫
は
人
を
頼
ん
で
や
り
ま

し
た
。
と

い
う

の
は
と

っ
た

日
に
実
を
落
と
さ
な

い
と
実
が
落
ち
な

い
。
ん
だ

か
ら
人
を
雇

っ
て
ど
ん
ど

ん
と

っ
て
、
す
ぐ
脱
穀
機
で
実
を
落
と
す
。
実
を
落
と
し
た
穂
は
家

の
そ
ば

の
畑
に

長

い
台
を
お

い
て
天
日
に
干
す

ん
だ
け
ど
も
、

い
つ
ま

で
も
干
し

て
お
く
と
白

っ
ぼ
く

な

っ
ち

ゃ
う
か
ら
、
日

む

　
　う

に
あ

て
な

い
よ
う
に
穂
先

の
方

に
莚
か
け
ん

の
。
青

い
穂

が
特
徴
だ
か
ら
ね
。

い
い
天
気

の
と
き

に
三
日
か
ら

四
日
く

ら
い
か
け

て
干
す
ん
で
す
。
干
し
た
後
は
並

べ
て
切
る
。
用
途
に
も
よ
る
が
長
さ
は

二
〇
焼
淳
ルく
ら

い
切
り
落
と
す
か
な
あ
。

座
敷
箒

づ
く

り

箒
づ
く
り
は
あ
ぐ

ら
か

い
て
す

る
仕
事

で
す
。
ん

で
も
け

っ
こ
う
力
も

い
る
し
、
準
備

が
大
変

で
す
。
座
敷
箒
は
ホ

ー
キ
グ
サ

で
つ
く
る
ん
だ
が
、

穂
先
が
曲

が

っ
た
ホ
ー
キ
グ
サ
も
あ

っ
か
ん
な

い
。
曲
が

っ
た

の
は
集
め
て
そ
れ
な
り

に
処
理
す

っ
け
ん
と
も
、
節
あ
ん

の
は
だ
め
な

の
ね
。
折
れ

っ

ち

ゃ
う
か
ら
。

い
い
や

つ
を
中
に
し
て
湿
し

て
打
ち
な
が
ら
、

シ
ン
タ
チ

っ
て

い
う
細
く

て
悪

い
も

の
を
表

に
出

る
方

に
ア
テ
ク
サ

(当

て
草
)

に
使

し

ん

ち

ゅ

う

い
ま
す
。
ぺ
た
ん
ぺ
た
ん
た
た
き
な
が

ら
平

べ

っ
た
く
す

る
わ
け
だ
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
形
を
整
え

て
二

一
番
線

の
針
金
と
か
真

鍮

線

で
綴
じ
て

い
く
。
で
、
柄
は
柄
竹
を
尖
ら
せ
た
方
を
ま
く

っ
て
刺
し
、
刺
し

て
か
ら
適
当
な
長

さ
に
切
り
落
と
し
、
最
後

に
釘
を
打

っ
て
留

め
ま
す
。
そ
れ
か
ら

綴
じ
鋏
を
使

っ
て
針
金
で
き
ち

っ
と
綴
じ

て
い
く
が
、
綴
じ
の
と
き
は
針
金

の
支
え
を
挿
し

て
お

い
て
ま

っ
す
ぐ

に
な
る
よ
う
に
刺
す
。

そ
の
後
千
鳥

が
け

っ
ち

ゅ
う

ん
だ
け
ど
も
、
赤
と
青

の
糸
を
使

っ
て
千
鳥

に
編

み
こ
ん
だ
り
し
ま
す
。
普
通
は
赤
糸
で
綴
じ
る
こ
と
も
多

い
で
す
。

こ
れ
を

「箒
を
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綴

じ

る
」

っ
て

い
う

ん
だ

。

糸

で
か

が

る

の
は
女

の
人

に

や

っ
て
も

ら

っ
て
ま

し

た

。

手

箒

は

こ

れ

で

い

い
ん

で

す

が

、

長

柄

は

半

分

に

わ

け

て
左

右

対

称

に

つ
く

り

ま

す

。

ま

ず

片

っ
ぽ

う

の
穂

先
を

五
本

つ
く

っ
ぱ

い
、

も
う

一
つ
同
じ

も

の
を

あ

わ

せ

て

し
ば

つ

て

や

る

ん

で
す

。

こ
う

し

な

い
と

大

き

く

て

つ
く

れ

な

い
し
、

ま

っ
す

ぐ

に

な

ん
な

い
も

ん
ね

。

そ

こ

に
柄

を
刺

し

こ
む

ん

で
す

。

ん

だ

か

ら
長

柄

は
要

領

よ

く

や

ん

ね

、尺
と

大

き

く

な

っ
ち

ゃ
う

。

で
き

あ

が

っ
た

と
き

に
穂

先

を

そ

ろ
え

ん

の

に

切

っ
け

ん
と

も

、

あ

ん

ま
り

切

っ
ち

ま

う

と

だ

め

に

な

っ
ち

ゃ
う

か

ん

な

い
。

つ
く

っ
と

き

に

穂

先

の
寸

法

を

あ

わ

せ

る

か

ら

、

で
き

あ

が

り

は

だ

い
た

い
同
じ

長

さ

に
な

る

。
手

箒

は

柄

の
長

さ

は

一
尺
く

ら

い
、

柄

を

つ
く

る

長
柄

の
方

は
四
尺
二
寸
く
ら

い
で
す
。

【写真87】座敷箒(提 供 樫村文男)

 

座
敷
箒

の
柄
は
染
め
た
の
で
な

い
と
か

っ
こ
悪

い
べ
。
商
売
し
て
た
こ
ろ
は
柄
も
問
屋
で
仕
入
れ
て
送

っ
て
も
ら

っ
た
り
し
た
が
、

つ
く
る
こ
と
も

あ

る
ん
だ
。
竹
は
真
竹

で
す
。
農
家
か
ら
竹
を
買

い
、
あ

ぶ

っ
て
竹
の
油
抜
き
を
し
ま
す
。
曲
が

っ
て
ん
の
は
あ
ぶ

っ
て
ま

っ
す
ぐ

に
し
な
が
ら
手

で

調
整
と
り
ま
す
。
買

っ
た
も

の
も
あ
れ
ば
籠

屋
で
使
わ
な

い
ウ
ラ
竹

(先

の
方
)
を
譲

っ
て
も

ら

っ
て
竹
箒
に
使
う
こ
と
も
あ

る
。
長
柄
は
染
め
粉

で

染

め
ま
す
。
竈

の
上
に
縦

に
切

っ
た
ド
ラ
ム
を

お

い
て
そ

こ
に
柄
竹
と
染

め
粉
を

い
れ

て
、
赤
と
か
青
と
か
赤
青
と
か
に
染

め
る
ん
で
す
が
、
ダ
ー
ク

ブ

リ

ュ
ー

っ
て

い
う

ド
イ

ツ
の
染
め
粉
を
加
え

て
煮
な

い
と
着
色

が
う
ま
く

い
か
な

い
ん
で
す
。

こ
れ
は
薬
局
に
売

っ
て
ま
し
た
。

ミ
ゴ
ボ

ー
キ
と
バ
ン
ボ

ー
キ

普
通

の
箒
は
値
段
が
高

い
か
ら
学
校

の
箒

っ
ち

ゅ
う

の
は

い
い
も

の
使
わ
ね

ん
だ
。
よ
く
ミ
ゴ
ボ

ー
キ
を
六

〇
本
と
か
八
〇
本
と
か
学
校

の
新
学
期

に
な

る
と
納
め
ま
し
た
。
安
物

の
箒
で
す
。
工
場

で
も

ミ
ゴ
ボ
ー
キ
使
う
と

こ
も
あ

っ
た
な

い
。
ワ
ラ
ミ
ゴ
ボ
ー
キ
と
も

い
い
ま
し
た
。
須
賀

川
の
奥

の
在

の
方

の
小
作

田
し
て
い
る
よ
う
な
家
の
ば
あ
さ
ま
た
ち
は
、
ワ
ラ
ミ
ゴ
買

い
に
く
ん

の
待

っ
て
ん
だ
も

の
。

ワ
ラ
は
そ
う

い
う
と

こ
ろ
か
ら

一
貫
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目

い
く
ら
で
買

っ
て
き
ま
し
た
。

ア
テ
ク
サ
に
ホ
ー
キ
グ
サ
を
あ
て
て
や
る
と

い
い
箒
に
な
る
ん
だ
が
、
学
校

の
箒
は
赤

モ
ロ
コ
シ
の
カ
ラ
を
買

っ
て

き

て
、

こ
れ
を
ア
テ
ク
サ

に
し
た

の
な

い
。

バ
ン
ボ
ー
キ
は

一
尺
程
度

の
長
さ

の
柄
の
な

い
箒

で
、
パ

ン
屋
が
ね
、
盤
台
を
掃

い
た
り
、
床

屋
が
毛
を
払
う

の
に
使

っ
た
も
ん
だ
。
格
好
も

い
ろ

い
ろ
あ

っ
け
ん
と
ね

、
お
れ
は
穂
先
長
く
し
て

つ
く

っ
た

で
す
。
悪

い
細

い
ホ
ー
キ
グ
サ
使
う

ん
で
す
が
、
き
ち

っ
と
し
た
止
め
方
が
あ
ん
の
。
持

つ

と

こ
に
布
巻
く
と

い
た
く
な
く

て
い
い
ん
だ
け
ど
。

竹
箒籠

屋
も
竹
箒

つ
く

っ
け

ん
と
も
籠
屋

の
竹
箒
と
箒
屋

の
竹
箒
は
違
う

の
ね
。
竹
箒
は
葉

っ
ぱ

(枝

の
こ
と
)
と

っ
て
丸
め

っ
と

い
い
ん
だ
が
、
た
だ

柄

に
ゆ

っ
つ
け
て
お
く
だ
け

で
は
抜
け

っ
ち

ゃ
う

ん
だ
。
組
ん
で

い
く
と
き

に
ひ

っ
か
か
り
を
四
か
所

つ
く

っ
て
お

い
て
、
そ
こ
に
針
金
を
と
お
し
て

ゆ

っ
つ
け

て
お
く
。
こ
う

し
て
ほ
か

の
葉

っ
ぱ
挿

し
て
い
く
。
ひ

っ
か
か
り
を

つ
く

っ
て
お
く
と
ぜ

っ
た

い
に
抜
け
な

い
ん
で
す
。
小
箒
も

つ
く
り
方

は
同
じ

で
す
。

竹
箒

の
材
料
は
孟
宗
竹

で
な
き

ゃ
だ
め

で
す
。
葉

っ
ぱ
丈
夫
だ
し
切
ん

に
え

(切
れ
な

い
)
か
ら
。
真
竹
な

ん
か
だ
と
折
れ
や
す
く
て
カ
リ
カ
リ
し

て
だ
め
だ
。
孟
宗
を
切

っ
た
葉

っ
ぱ
を
譲

っ
て
も

ら
う

ん
で
す
。
竹
問

屋
が
あ

ん
だ
げ
ん
と
、
竹

切

っ
た
な

ん
て
聞
く
と

い
く
ん
だ
。
枝
落
と
し
た
ら
そ
の

へ
ん
に
ぶ
ん
投
げ

て
お

い

て
も

い

い
が

、

人

を

頼

ん

で
束

ね

て
ト

ラ

ッ
ク
な

ん

か

で

運

ん

で
、

前

の
畑

さ

寝

か

せ

て

お

い

て
、

時

々
ひ

っ

く
り

返

す

と

ひ

と

り

で

に

葉

っ
ぱ

落

ち

る
よ

う

に

な

ん

だ

。

そ

の
ま

ま

お

く

と

黒

く

な

っ
ち

ま

う

し
、

ぽ

ろ
ぽ

ろ

ほ
け

っ
ち

ゃ
う

か

ら

、

雨

に
あ

た

ら
な

い
よ

う

な

と

こ

ろ

に

し
ま

う

ん

で
す

。

雨

に

あ

て

な

け
れ

ば

何

年

で

も

も

つ
ん
だ

。

使

う

と
き

は

寸
法

を

と

っ
て
そ

ろ
え

る
わ

け

で
す

。

道

具道

具

は
細

か

い
も

の
が
多

い
ん

で
す

。
ノ

コ
ギ

リ

は
柄

竹

切

っ
た

り

す

る
。

セ

ン
は

柄

竹

を
削

る
。
綴

じ

鋏

、

【写真88】竹箒(提 供 樫村文男
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槌
、
包
丁
、
針
金
巻
く
棒
、
ヤ

ッ
ト

コ
、
ペ
ン
チ
、
畳
針
、
も
み
錐
、
実
を
扱
く
道
具
、
針
金
、
糸
な
ど

で
す
。

ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。

販
売販

売

は
自

転
車
に

の
せ
て
商
店
で
卸
し
て
く
ん
で
す
。
白
河
や
浅
川
、
石
川
、
そ
れ
に
郡
山
に
も

い

っ
た
。

須
賀
川
は
地
元
が
あ

っ
か
ら

い
か
な

い
の
。
長
柄
は
自
転
車
に
横

に

つ
け

っ
と
だ
め
な
ん
だ
。

よ
く
警
察

に
お

こ
ら
れ
た
も

ん
だ
。
ラ

ベ
ル
は
は

ん
な
か

っ
た
。
「矢
吹

の
箒
屋
」

で
と
お

っ
て

い
た
か
ら
。

そ
の
ほ
か

お
れ
は
弟
子
と

っ
た
り
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
箒
屋
は
矢
吹
に

一
軒
だ
け
だ

っ
た
か
ら
同
業
者

の
組
合
も
な

か

っ
た
で
す
。
縁
起
か

つ
い
だ
り
も

し
な
か

っ
た

で
す
。
お
れ
の
親

父
は
竹
細
工
も
や

っ
て

い
て
籠

屋
に
も
教

え
た

の
。
お
れ
の
親
父
は
篠
竹
使

っ
た
旅
だ

の
籠
も

で
き
た
か
ん
な

い
。
篠
竹

の
細
工
は
面
倒
な
ん
だ
。

こ
の

辺
に
は
籠
屋

が
何
軒
か
あ

っ
て
親

父
は
よ
く
籠
屋
に
教
え

た
の
。

や轟
ゆ

【写 真89】 箒 つ くり道具(提 供 樫村文男〉

第五節 製造業 ・職人

2

指
物
師

長
倉
新
郎

(大
正
六
年
生
れ
)

手
に
職
を
も

っ
て
い
る
な
ら
生
活

が
安
定
す
る
と

い
う

こ
と

で
、

一
四
歳

の
こ
ろ
指
物
師

の
弟
子

に
は

い
っ
た
。
親
方
は
白
河
の
年
貢

町
の

「か
わ

い
ま
さ
の
ぶ
」
と

い
う
指
物
大
工
で
、
か
な
り
厳
格
な
親
方

で
あ

っ
た
。

親
方

の
も
と
に
住
み
こ
ん
で
、
朝

八
時

か
ら
夜

一
〇
時
ま

で
働

い
た
。
仕
事
は
順
序
だ
て
て
教
え

て
も

ら
う
わ
け

で
な
く
、

「
こ
れ
を

や
れ
」
と

い

わ
れ
て
や
ら
せ
ら
れ
た
。
教
え
方

は
か
な
り
厳
し

い
。
弟
子
時
代
、
道
具
類
は
自

分
で
買

い
そ

ろ
え
た

の
で
は
な
く
、
親
方
か
ら
も
ら

っ
た
の
で
自
分

で
そ
ろ
え

る
必
要
は
特

に
な
か

っ
た
。
弟
子

の
と
き

の
休
み
と

い
え
ば
盆
と
正
月
だ
け
だ

っ
た
。
小
遣

い
は
当
時

(
昭
和
初
期
)

の
お
金

で
五
〇
銭
く

ら

い
で
あ

る
。
修
業
中
で
う

れ
し
か

っ
た

の
は
三
度

の
食
事

で
あ

っ
た
。
た
だ
弟
子

の
問
は
お
茶

が
な
く
、
職
人
に
な
ら
な

い
と
お
茶
が
で
な
か

っ
た
。
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に
頼
ん

で
い
る
。
稼
ぎ
ど
き
は
結
婚
式
の
多

い
時
期

で
、

る
。
箪
笥
は

一
悼
で
き

る
の
に
四
日
か
ら
六
日
か
か
る
が
、

時
間
が
か
か
る
が
、
こ
の
と
き
は
乾
燥
さ
せ
る
の
に
火
を
ど
ん
ど

ん
焚

い
て
乾
か
し
て
完
成

さ
せ
た

こ
と
を
覚
え

て

仕
事

の
手
順
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
木
取
り
、
②
寸
法

に
あ
わ
せ

て
板
を
く

っ
つ
け
て
い
く
、
③

加
工
、
④
組

み
立

て
、
⑤

仕
上
げ
、
⑥
塗

装
、
⑦
最
後
に
金
具

つ
け
と
な
る
。
塗
装
は
染
物
屋

で
使
う

「
や
し
ゃ
」
と

い
う
木

の
実
を
混
ぜ
あ
わ
せ
た

「
と
の
粉
」
を
使
う
。
道
具
と
し
て
は
カ

ン
ナ
、

ノ
ミ
、
ノ

コ
ギ
リ
、
曲
り
が
ね
、

一
尺
ざ
し
、
二
尺
ざ

し
、

三
尺
ざ
し
な
ど
が
あ

る
。

建
具
屋
も
大

工
と
同
じ

で
、
太
子
講
に
は
掛
軸
を
さ
げ
て
拝
む
。
祭
り
と

い
う
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
十

一
月
の
太
子
講

の
と
き
は
仲
間
と
集
ま

っ
て

食
事
を
し
て
酒
を
飲
む
な
ど
し
た
。

職
人
は
腕
が
大
事
だ
が
、
な
に
よ
り
も
大
切
な

こ
と
は
身
体
を
大
事

に
す
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。
身
体

が
丈
夫

で
あ
れ
ば
、
仕
事
を
続
け
る

こ

弟
子

の
修
業
は
五
年
く
ら

い
で
、
そ

の
後

お
礼
奉
公
を
す
る
が
、
こ
の
親
方

に
は
半
年
か
ら

一
年
の
お
礼
奉

公
を
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
親
方
か
ら
道
具
を

そ
ろ
え

て
も
ら

っ
て

い
る
の
で
、
年
季
明
け

の
と
き

に
は
必
要

な
道
具
類
は
ほ
ぼ
そ
ろ
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
職
人

は
人
か
ら
聞

い
て
は

い
け
な

い
と
さ
れ

て
い
た

の
で
、
技

術
は
目
で
盗
ん
だ
も

の
で
あ

る
。
独
立
し
た
後
も
親
方
と

の
つ
き
あ

い
は
続
き

、
盆
暮
れ

に
は
あ

い
さ

つ
に

い

っ
た
。

職
人

に
な

っ
て
か
ら
は
東
京

に
出

て
働

い
た
。
道
具
箱
を
担
ぎ
汽
車

に
の

っ
て
今

の
文
京
区

に
い

っ
た

が
、

勤
め
先
が
椅

子
屋
で
、
自
分
は
椅
子
が

つ
く

れ
な
か

っ
た
た
め
家
具
屋
を

み

つ
け

て
仕
事

に
就

い
た
。
昭
和
十

四
年

(
一
九
三
九

)
に
召
集
令
状
が
き

て
兵
隊

に
い

っ
た
。

た

ん
ゴ

お
も
に
箪
笥
を
製
作
し

て
お
り
、
前
面
だ
け
桐
を
使
う

「前
桐
」
、
前
面
と

側
面
を
桐

で
つ
く
る

コ
ニ
方
桐
」
、

す

べ
て
を
桐
材

で
あ

つ
ら
え
る

「
総
桐
」
な
ど
が
あ
る
。
材
料
は
桐
と
杉
材
が
お
も

で
、
仕
入
れ
は

「木
取
り
」

得
意

先
は
特

に
開
拓
す
る
と

い
う

こ
と
は
な
く
お
客
さ
ん
の
方
か
ら
頼
み
に
き
た
も

の
で
あ

急
ぎ

の
仕
事

の
と
き
は
三
人
が
か
り

で

一
日
で

つ
く

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
箪
笥
は
乾
燥

に

い
る
。
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と

が

で
き

る

の
で

な

ん

で
も

で
き

る

。

第五節 製造業 ・職人

3

指
物
師

小
林

三
郎

(昭
和
四
年
生
れ
)

弟
子
入
り
は
昭
和

二
十
年
十
月

こ
ろ
の
こ
と

で
、
父

の
弟

(叔
父
)
の
小
林
勝
美
と

い
う
指
物
師

で
あ
る
。
叔
父
は
自
分

の
父
か
ら
技
術
を
修
得

し

た
人

で
、
か
な
り
の
腕
前

の
指
物
師
と

い
わ
れ
て
お
り
、
特
に
戸
障

子
の
評
判
が
よ
か

っ
た
。
叔
父

の
下

で
五
年
ぐ
ら

い
修
行
し
た
。

家

の
脇
が
作
業
場
だ

っ
た
。
ま
ず
道
旦
ハ類
の
研
ぎ
方

や
使

い
方
か
ら
覚
え
は
じ
め
る
が
、
親
方
自
身
は
絶
対
に
教
え

て
く
れ
な
か

っ
た
。
職
人
は
目

で
み
て
、
盗
ん
で
覚
え

る
も

の
だ
と

い
わ
れ
て
き
た
。
道
具
類
は
自

分
の
給
料
を
貯
め

て
そ
ろ
え
た
も

の
で
、
当
時
カ
ン
ナ
が

五
〇
円
、
ノ

コ
ギ
リ

一

五
〇
円

で
あ

っ
た
。
弟
子
時
代

の
休
み
は
旧
正
月
と
お
盆

の
期
間
約
七
日
、
仕
事
が
き
れ
た
と
き
く

ら
い
で
あ

っ
た
。
小
遣

い
も
月
に
三
〇
円
く
ら
い

も

ら
う

こ
と
が
で
き

、
や
め
る
こ
ろ

に
は

一
五
〇
円

に
な

っ
て

い
た
。

つ
ら
い
こ
と
は
特
に
な
か

っ
た
が
、
仕
事
が
よ
く

で
き
た
と
き
や
誉
め
ら
れ
た

と
き
は
嬉
し
か

っ
た
。

お
礼
奉
公
は
特
に
な
く
、
年
季
が
あ
け
れ
ば

一
人
前
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
そ

の
と
き
に
親
方
か
ら
背
広
を

つ
く

っ
て
も
ら

っ
た
。
自
分
の
叔
父

で

あ

っ
た

の
で
、
ほ
か
の
弟
子

の
よ
う
に
特
別
な

つ
き
あ

い
関
係
を
す

る
と

い
う

こ
と
は
な
か

っ
た
.、
得
意
先
は
ロ

コ
ミ
で

つ
い
て
き
た
も

の
で
あ

る
。

製
品

の
種
類
と
し

て
は
戸
障
子
、

ふ
す
ま
、
ガ
ラ

ス
戸
、
板

戸

(雨

戸
)
、
欄
間
、
家
具
類
、
茶
箪
笥
、
火
鉢
、
机
な
ど
で
あ
る
。
製
作

工
程
と
用

い

し
ろ
か
き

る
道

具

は

、
①

荒
削

り

に
は

カ

ン
ナ

を

使
う

。

カ

ン

ナ
は

荒

削

り

、

中
削

り

、

仕

上

げ

と

あ

る
。

②

ス

ミ

つ
け

。

小

刀
は

白

書

と

も

い

い
、

こ

れ

で

ス

ジ
を

つ
け

る

。
巻

尺

(小

さ

い
曲

尺

)

も

用

い
る
。

③

刻

み

加

工
。

ノ

ミ

で
穴

を

あ

け

、

ノ

コ
ギ

リ

で
仕

口
。
④

組

み
立

て
。

組

み

立

て

は

ハ
ン

マ
ー

で
お

こ
な

う

。
⑤

総

仕

上

げ

。

仕

上

げ

カ

ン
ナ

で
目

違

い
を

削

る
。

⑥

と

り

つ
け

。

カ

ン
ナ
と

ノ

コ
ギ

リ

を

使

う

。

こ
れ

ら

の
道

具

の
手

入

れ

は
毎

日

お

こ
な

っ
て

い
る
。

指

物

師

の
勘

ど

こ

ろ
は

組

子

の
仕

口

に

あ
り

、

こ

の

で
き

具

合

が
重

要

に
な

る

。

特

に
組

子

の
丸

面

を

と

る

こ
と

に

一
番

気

を

つ
か
う

。

材

料

の
種

類

は

マ
ツ
、

ス
ギ

、

ヒ

ノ

キ

が

お
も

で
郡

山

か

ら

仕

入

れ
た

が

、

現

在

は

建

具
専

門
店

か

ら

仕

入

れ

て

い
る
.、
か

つ

て
は
材

木

で
購

入

し
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て
製
材
工
場

で
製
は
ん
し

て
も
ら

っ
た
。

神
に
た
よ
る
こ
と
は
嫌

い
な
の
で
職
業
神
は
特
に
な

い
。
た
よ

る
の
は
自
分

の
み
と
考
え

て
い
る
。

つ
く

る
か
ら

に
は
人
に
負

け
た
く
な

い
し
、

い
も

の
を

つ
く
り
た

い
と
思

っ
て

い
る
が
、
完
全
な
も
の
は

一
生

で
き
な

い
の
で
、

一
生
研
究

・
努
力
で
あ

ろ
う
。

よ

358

4

大

工
職

梅
宮
篤
哉

(
昭
和

五
年
生
れ
)

親
が
大
工
を

や

っ
て
い
た

の
で
昭
和

二
十

五
、
六
年
こ
ろ
、
親

に
つ
い
て
修
業

に
は

い
り
、
親
か
ら
三
年

間
ほ
ど
手
ほ
ど
き
を
受

け
た
。
父
親
な
が

ら
親
方
は
仏
様

の
よ
う
な
人
で
、
め

っ
た
に
怒
ら
な
か

っ
た
。
親
と
同
居
し
な
が
ら
技
術
を
修
得
し
た
が
、
特

別
順
序
と

い
う
も

の
は
な
く
、
親
方
も

と

て
も
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
。
道

具
は
自
分

で
購
入
せ
ず
、
親
か
ら
受
け

つ
い
だ
も

の
が
ほ
と
ん
ど
だ

っ
た
。
小
遣

い
は
特
別
必
要
な
か

っ
た
し
、

土
、

日
も
関
係
な
し
に
働

い
た
が
、
盆
と

正
月

、
彼
岸
な
ど
は
休

み
だ

っ
た
。
修
業
中

つ
ら
か

っ
た
こ
と

は
あ
ま
り
な

い
が
、
う
れ
し
か

っ
た

の
は
、

自
分

の
手
が
け
た
仕
事
が
完
成
し
た
と
き
だ

っ
た
。
年
季
明
け
に
は
親
方
か
ら
大
工
道

具

一
式
を
も
ら

っ
た
。
年
季

が
明
け

て
か
ら
お
礼
奉
公
を
し
た

が
期
間
は

一
、
二
年
程
度

で
あ

っ
た
。
職
人

に
な

っ
て
か
ら
、
得
意
先
は

ロ
コ
ミ
で
広

が
る
も

の
で
、
評
判

が
よ

い
と
な
れ
ば
依

頼
が
く

る
。

仕
事

の
段
取
り

は
次

の
と
お
り
で
あ

る
。
①
木

ぶ
る

い
。
木
取
り

の
こ
と
を

い
い
、
こ
の
木
材
は
ど
こ

の
柱
に
使

っ
た
方
が

い
い
か
な
ど
、
木
材
を

選

ぶ
作
業
で
あ

る
。
②

ス
ミ
つ
け
。
カ
ネ
ば
か
り
を
使

い
、
何
尺

の
と

こ
ろ
に
ほ
ぞ
穴
を

つ
け

る
な
ど
計
り
、
ス
ミ
を

つ
け
る
。
③

穴
あ

け
、

ほ
ぞ

つ

か
ぶ
と

 け
、
④
上
棟
式
。
さ
ま
ざ

ま
な
作
法

が
あ

り
、

兜

や
カ
ブ
を
書

い
た
矢
羽
根
を
棟
に
あ
げ
、
棟
梁

が
祝

詞
を
あ
げ

る
。
そ

の
後
そ
れ
ぞ
れ

の
職
人
が

仕
事
に
と
り

か
か

る
。

大
工

の
使
う
道
具

に
は
、
ノ

コ
ギ
リ
、
カ
ン
ナ
、
ち

ょ
う
な
、
ま
さ
か
り
、
す
み

つ
ぼ
、
曲
尺
、
か
な
づ
ち
な
ど

が
あ
り
、
尺
杖
は
親
方
が

一
本
し

か

つ
く
ら
な

い
も

の
で
あ
る
。
現
場
に
尺
杖
を

一
本
し
か
お
か
な

い
の
は
、
同
じ
尺
で
も

そ
れ
ぞ
れ

に
手
く
せ
が
あ

る
た
め
に
微
妙
に
違

い
、
尺
杖
を

二
本
も
三
本
も
使
う
と
誤
差
が
で
き

て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
と

い
う
。

仕
事

に
と
り
か
か

っ
た
な
ら
ば
、

い
い
か
げ

ん
な

こ
と
は
や
ら
な

い
で
ま
じ
め
に
や
り
、
お
客
さ
ん
の
立
場
に
立

っ
て
や
る
こ
と
が

一
番
大
事

で
あ



る
と
考
え

て
い
る
。

十

一
月
の
太
子
講

に
は
掛
軸
を

さ
げ

て
拝
む
。
こ
れ
は
聖
徳
太
子
が
職
人
の
役
割
を
決
め
た
か
ら
だ
と

い
わ
れ

て
お
り
、
家
づ

く
り

の
職
人

の
賃
金

も
聖
徳
太
f

が
決
め
た
も

の
と

い
い
、
木
挽
き

の
賃
金

は
大

工
の
手
間
に

一
升
二
合
を
ヒ
乗
せ
し
て
支
払
う
も

の
だ
と

い
わ
れ
て

い
る
。
縁
起
を
か

つ

ぐ
こ
と
も
あ
り
、
仕
事

に
と
り
か
か
る
と
き
は
仏
滅
、
三
隣
亡
を
さ
け
よ

い
日
を
選

ぶ
も

の
と

い
う
。

第五節 製造業 ・職人

5

大

工
職

奥
川
由
治

(
昭
和

八
年
生
れ
)

親
が
大
工
を
し

て
い
た

の
で
、

一
七
歳

の
こ
ろ
親

の
も
と

に
弟
子

に
は

い
っ
た
。
か
な
り
厳
し

い
人
で
、
親
と

い
う

こ
と
も
あ

っ
て
厳

し
く
し

つ
け

た

の
か
も

し
れ
な

い
。

弟
子
に
は

い
り
た

て
の
こ
ろ
は
、
も

っ
ぱ
ら
穴
堀
を
さ
せ
ら
れ
た
。
仕
事
は
穴
掘

か
ら
は
じ
め
、
カ

ン
ナ
が
け
、
道
具
砥
ぎ
、
目
立
て

(
ノ
コ
ギ
リ

の
刃
を
立
て
る
)
の
順

で
覚
え
さ
せ
ら
れ
た
。
道
具
類
は
親
方
か
ら
も
ら
う

の
で
、
自
分

で
そ

ろ
え
る
も
の
は
特

に
な
か

っ
た
。
家
に

い
た
の
で
特

に

休
み
を
も
ら
う
と

い
う

こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
小
遣

い
は
少

し
も
ら
う
程
度
で
あ
る
。
修
業
中

で
最
も

つ
ら
か

っ
た

の
は

ス
ミ

つ
け
で
あ

る
。
う
れ
し

か

っ
た

の
は
、
上
棟
式

で
矢
羽
根
を
立

て
る
こ
と
が

で
き
た
と
き

で
あ

っ
た
。
弟
子
に
な
る
と

三
年
ぐ
ら

い
で

一
人
前

に
な
れ
と

い
わ
れ
た
が
、
自
分

は
弟
子
を
八
年
ぐ

ら
い
や
ら
さ
れ
た
。
お
礼
奉
公
は
し
な
か

っ
た
が
、

一
人
前
に
な

っ
た
と
き

に
は
親
方
か
ら
大

工
道
具

一
式
を
も
ら

っ
た
。

二
〇
歳

に
な

っ
た
と
き

に
は
、
は
じ
め

て

一
軒

の
家
づ
く
り
を
任
せ
ら
れ
た
。

仕
事

の
手
順
は
次

の
と
お
り

で
、
①

土
台
、
柱
、
桁
、
梁
、
も

や
材

(屋
根

の
材
料

)
を

そ
ろ
え
る
。
②

造
作
材

(敷
居
、
鴨
居
、
床
材

、
天
井

の

材
料
)
を
そ
ろ
え

る
。
③
加
工
。
④

と
り

つ
け
を
お

こ
な
う
。
基
本
的

に
は
、

こ
こ
ま
で
が
大

工
の
仕
事
で
、
こ
れ
以
降
は
屋
根
屋
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の

職
人
た
ち
が
手
を
加
え

て
い
く
。
用

い
る
道

旦
ハは
尺
杖
、
金
ば
か
り

、
カ
ン
ナ
、
ノ
ミ
、
ノ

コ
ギ
リ
、
丸

の
こ
、
ド
リ
ル
、
穴
掘
り
機
械
、
移
動
式
機

械
な
ど

で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か

に
も
こ
ま
ご
ま
と
し
た
も

の
が
あ

る
。

大
工
は

「
仕
上
が
り
上
手
」
と

い
わ
れ
る
こ
と
が

一
番

の
誉
れ
で
、
特

に
最
初

の
ス
ミ

つ
け

か
ら
が

一
番
大
事
だ
と
自
分
は
思

っ
て
い
る
。
材
料

の
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土
台
は
ク
リ

の
木
、
柱
は

ス
ギ
と
ケ
ヤ
キ
、
梁

・
桁

に
使
う
の
が

マ
ツ
、
と

い
う
よ
う

に
用
材
を
使

い
わ
け
た
。

お
客
さ
ん
が
み

て
い
て
、
「
立
派
な
家
だ
な
」
と

評
判

が
よ
け
れ
ば
依
頼
が
く
る
も

の
で
、
人

々
は
よ
く
み
て

い
る
の
で
自
分
か
ら
売
り

こ
ん
だ
と

い
う

こ
と
は
な

い
。

奥
川
さ
ん
宅
で
は
、
毎
月

二
十

一
日
に
は
聖
徳
太
子

の
掛
軸
を
さ
げ

て
食
事
や
酒
を
の
ん
だ
。
な
ぜ
二
十

一
日
な
の
か
は
わ
か
ら
な

い
。
ま
た
十

一

月
に
は
太
子
講
を
す

る
。

大
安
な
ど
よ

い
日
を
選
ん
で
上
棟
式
を

や

っ
た
。
禁
忌

の

一
つ
に

「柱
を
逆
さ

に
立

て
る
な
」

と

い
う
も

の
が
あ

る
。

こ
れ
を
逆
さ
柱
と

い
う
が
、

逆
さ
柱
は
こ
と
に
嫌
わ
れ
る
も

の
で
、
場
合

に
よ

っ
て
は
柱

の
モ
ト
と
ウ

ラ
が
わ
か
ら
な

い
と
き
も
あ
り
、
そ
ん
な
と
き

は
柱
を
水

に
浮
か

べ
る
と
、

根

っ
く
し
だ

っ
た
方
が
水

に
沈
む

の
で
、
そ
れ

で
モ
ト
と
ウ
ラ
を
判
別
し
た
。
ま
た
、
材
木

の
モ
ト
と

モ
ト
と
を

つ
な
ぐ
と

「
別
れ
て
し
ま
う
」
た
め

縁
起
が
悪
く
、
必
ず

モ
ト
と
ウ
ラ
を
く

っ
つ
け
る
よ
う
に
し
た
。

上
棟
式

で
使
う
矢
羽
根
に
書
く
の
は

「
カ
ブ
ト

の
角
」

で
、

こ
れ

に
は
四
方
の
厄
除
け

の
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
野
菜

の
カ
ブ
を
書
く

こ
と
も
あ
る

が
、
家

の
か
ぶ
が
あ
が
る
よ
う
に
と

い
っ
た
意
味
を
こ
め
た
も

の
で
あ
る
。

理
由
は
定
か

で
は
な

い
が
、
上
棟
式

の
翌
日
は
必
ず
休

み
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
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6

左
官
職

上
野
由
男

(大
正
十
三
年
生
れ
)

三
城
目
生

れ
で
、
兄
が
左
官

職
を

し
て
い
た

の
で
昭
和

二
十
年

(
一
九
四
五
)
に
自
分
も
左
官
屋
に
弟

子
入
り

し
た
。
親
方
は
三
城
目
の
加
藤
寅
雄

さ
ん
で
あ

る
。
親
方
は
と

て
も

や
さ
し
い
人

で
、
腕
も
よ
か

っ
た
。
弟
子

の
間
は
通

い
で
習

っ
た
。
仕
事

は
木
舞

い

(
こ
ま

い
)
の
か
き
方
と
土

こ
ね

な
ど
か
ら
教
わ

る
。
親
方
が
手

取
り
足
取
り
す
る

の
で
は
な
く
、
ほ
か

の
職
人
と
同
じ
く

み
て
覚
え
ろ
、
と

い
う
指
導

の
仕
方
で
あ

っ
た
。
道
具
は
自

分
で
買

い
そ
ろ
え
た
。
小
遣

い
は
少

し
も
ら

っ
た
が
、
金
額
は

い
く
ら
と
は
決
ま

っ
て
い
な

い
。
ま
た
休

み
は
、
盆
、
正
月
、
そ
れ
に
雨
が
降

っ
て
仕

事

が
出
で
き
な

い
日
な
ど
で
あ

っ
た
。
弟
子

の
と
き
は
、
仕
事
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
か

っ
た
と
き
が

つ
ら
か

っ
た
が
、
仕
事

を
終
え

て
か
ら
親
方
と
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一
緒
に
酒
を
飲
む
と
き
が
楽
し
か

っ
た
。
年
季
が
明
け
る
時
期
は
特

に
決
ま

っ
て

い
な

い
が
、
自
然
に
独
立
と

い
う

こ
と

に
な

っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。

従

っ
て
お
礼
奉
公
は
な
か

っ
た
が
、
親
方

の
と

こ
ろ
に
は
盆
暮
れ

に
あ

い
さ

つ
に

い
く

つ
き
あ

い
を
し
た
。

仕
事

の
手

順
は
、
①
木
舞

い
か
き

、
②
内
壁
塗
り
、
こ
れ
は
篠
竹
を
た

て
、
よ
こ
に
編
ん
で
、
荒
壁
を
内
側
か
ら
塗

る
作
業
で
あ
る
。
③
か
え
し
壁

と

い

っ
て
外
側
か
ら
壁
を
塗

っ
て
い
く
。
④
大
工
さ
ん
が
造
作
す

る
。
⑤
砂
壁
を
塗

っ
て

い
く
が
、

こ
れ
を
ぬ
き

ぶ
せ
と
も

い
う
。

勘
ど

こ
ろ
は

「ち
り
ま
わ
り
」
と

い
う

が
、
柱

の
ま
わ
り
を

い
か
に
平
ら

に
塗

っ
て

い
く

か
と

い
う
点
で
あ
る
。
真

ん
中
は

へ
こ
ん
で

い
て
も
構
わ

な

い
。
ち
り
ま
わ
り
を

平
ら

に
塗

っ
て

い
け
ば
お
の
ず
と
真
ん
中
も
平
ら
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
り
ま
わ
り
が
デ

コ
ボ

コ
に
な

っ
て
い
る
と
全
体

の

仕

上
が
り
が
悪
く
な

っ
て
し
ま
う
。

家

の
壁
を
塗

る
場
合

は
大
津
壁
と
漆
喰

が
あ

る
。

「
大
津
壁
」
は
粘

土
を

こ
ね
、
「
つ
た
」
と

石
灰
を
混
ぜ
た
も

の
を
塗

る
も

の
で
、

「漆
喰
」

は

「
つ
の
が
た
の
り
」

(海
草

)
を

つ
た
と
石
灰

に
混
ぜ

て
つ
く
る
。

つ
の
が
た
の
り
が
悪

い
と
仕
上

が
り
も
悪
く
な
る
。
土
蔵

の
場
合
は

「
の
ろ
か
け
」

と

い
っ
て

つ
の
が
た

の
り
と
石
灰
を
混
ぜ
た
も

の
を
漆
喰

の
上

に
塗
る
。
こ
れ
を
塗

る
と

つ
や
が
で
る
。
松
煙

(松
を

い
ぶ

っ
た
煤

)
と

「
の
ろ
」
を

混
ぜ
る
と
真

っ
黒
く
な
る
が
、
こ
れ
を
塗
る
と
や
は
り

つ
や
が
で
る
。
さ
ら
に
、
雲
母

の
粉

で
あ
る

「き

ら
ら
」
を
手
ぬ
ぐ

い
に
包

ん
で
壁
を
た
た

い

て
い
く
。
こ
う
す

る
と

つ
や
が
さ
ら
に
増
す
。

用

い
る
道
具
は
荒
壁
塗
り
用
の

コ
テ

(荒

ゴ
テ
)
、
仕
上
げ
ゴ

テ
な
ど
各
種

の
コ
テ
、
ふ
ね
、
な
ど
で
あ
る
。
材
料

は
矢
吹

の
叶
屋
、
丸
星

(今
は

な

い
)
が
主
で
ほ
か
は
須
賀
川
か
ら
仕

入
れ
た
。

仕
事
は
自
分
か
ら
売
り

こ
ん
だ
こ
と
は
し
な
い
。
向

こ
う
か
ら
依
頼
が
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。

縁
起
か

つ
ぎ
や
禁
忌

に
関
し

て
は
、
お
客
に
よ

っ
て
は
よ

い
日
を
選
ん
で
仕
事
を
し
て
ほ
し

い
と
頼
ま
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
、
特
に
夏
の
土
用

と

い
う

が
、
全
般
的

に
土
用

の
日

に
は
、
「
土
を
こ
ね
る
な
」

と

い
わ
れ
て

い
る
。

こ
れ
は
、
夏

の
土
用

に
は
湿
気
が
多

く
、
土
が
水
分
を
多

く
含

ん

で
し
ま
う

の
で

「
仕
上
げ
後

の
乾
き
が
悪
く
な
る
」

か
ら

で
は
な

い
か
と
考
え

て
い
る
。
壁

の
乾
き

が
悪

い
と
中

に
編
ん
だ
篠
竹
が
腐

っ
て
し
ま
う

場

合
も
あ

る
。
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籠
職
人

高
久
仲

二

(昭
和
七
年
生
れ
)

画
家
を
目
指
し
た
が
断
念
し
、
昭
和

二
十

一
年

(
一
九
四
六
)
に
根
宿

の
野
崎
留
太
郎
と

い
う
親
方

の
も

と

に
弟
子
入
り
し
た
。
親
方
は
と
て
も
ま

っ
す
ぐ
な
性
格
を
し
た
人

で
、
教
え
方
も

丁
寧

で
な

る
ほ
ど
と
思

わ
せ
る
指
導
を

し
て
く
れ
た
。
後
年

、
工
芸
品

の
技
術
を
修
得
す

る
た
め
に
県
立
農
業
短
大

の
奥
に
あ

っ
た

「
職
業

補
導
所
」

に
通

っ
た
こ
と
が
あ

る
。

弟
子
に
な

っ
て
か
ら
は
中
畑
の
自
宅
か
ら
親
方

の
家

に
通

っ
た
が
、
当
時
は
食
料
難

で
あ

っ
た

の
で
弁
当

持
参

で
あ

っ
た
。
仕
事
を
覚
え

る
順
序
は
特
に
な
か

っ
た
。
道
具
は
自
分
で
鍛
冶
屋

に
い

っ
て
注
文
し
て

つ

く

っ
て
も
ら

っ
た
。
小
遣

い
は
正
月

に

一
〇
〇
円
、
休

み
は
祝
日
、
刈
り
あ
げ

一
〇
日
、
八
槻
様

の
日
な
ど

で
あ

る
。
修
業
中
最
も

つ
ら
か

っ
た

の
は
、
寒

い
と
き
に
冷
た

い
竹
を
切
る
と
き

や
、
ス
ミ

つ
け
で
あ

っ
た
。

三
年
修
業
を
し

て
年
季

が
明
け
、
そ

の
と
き
親
方

か
ら
草
刈
り
籠
を
も

ら

っ
た
。
草
刈
り
籠

を

一
日
に
四
つ

つ
く
る

こ
と
が
で
き

れ
ば

一
人
前
、
六

つ
で
き

る
と

一
丁
前
と

い
わ

れ
て
い
る
。

お
礼
奉
公
は
し
な

か

っ
た
が
、
親
方
と
は
そ
の
後
も

つ
き
あ

い
、
親
方

の
身
内
で
不
幸

が
あ

っ
た
場
合
な

ど
も
、
葬
列

の
提
灯
持
ち
な
ど
を
し
た
。

注
文
が
あ
る
と
そ
れ

に
応
じ
て
製
作
す

る
。
つ
く

っ
て

い
た
の
は

目
籠
、
こ
れ
は

「
め
え
か
ご
」
と

い
い
、

「
ま
え
か
え
か
ご
」
と

「
み
け
か
ご
」
な
ど
と
も
よ
ば
れ
て

い
る
。
蕎
麦
あ
げ
旅

、
炊

納

(す

い
の
う

・
小

さ
な
も

の
)
、
「
ダ
ー

ス
籠
」
と
は

]
ダ
ー
ス
の
瓶
を

い
れ
る
こ
と
が

で
き
る
籠

、

ハ
ケ
ゴ
、

ワ
ラ
ダ
籠

(煽

さ

ん

レご

蚕
座

と

も

い
う

)
、

エ
ビ

ラ
籠

(繭

を

つ
く

る

と
き

に

こ

こ

へ
蚕

を

あ

げ

る
)
、

シ

ョ
イ

籠

、

タ

ガ

ラ
籠

(高

久

氏

に
よ

れ

ば

、

も

と
も

と
炭

鉱

現

場

で
使

わ

れ

た
籠

で
、

炭

鉱

籠

が

タ

ン

カ

ラ
籠

に
転

静

し

、

そ

れ
が

タ

や
み

ガ
ラ
籠

に
な

っ
た
と

い
う
)
、
ザ

ル
籠

は
別
名

「闇
籠
」
と
も

い
い
、
中
身
が
み
え
な

い
よ
う

に
な

っ
た
籠

＼塞

」
瀦
糟
灘

薮

う 積

,
襲
奮

護
雛

㎏

一

㌦

一

ー、

【写真91】 籠職の材料つ くり ・幅 そろえ

(提 供 高久仲.)

欝

【写真92】籠職の道具(提 供

珊

高久仲二)
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で
あ
る
。
竹

に
木
灰
を
ま

ぶ
し
、
水

を
か
け

て
磨
く
と
汚
れ
が
落
ち

る
。

こ
う
し
て
磨

い
た
竹
を

「
磨
き
竹
」

と

い
い
、
ザ

ル
籠
は

こ
の
竹
で

つ
く

っ
た
。
籠

の
製
作

の
勘
ど

こ
ろ
は
、
形
や
み
ば
え

な
ど

で
、
そ

の
人

の
美

的
感
覚
が
問
わ

れ
る
。

用

い
る
道
具
は
、
竹

切
り

ノ

コ
ギ
リ

(
.
寸
に
刃
数

が
二

一
か
ら

二
二

枚

つ
い
た
も

の
)
、
竹
の
節
を
削

る

「
せ

ん
」
、
両
刃

の
竹
割
り

ナ
タ
、

や

は
ず

(
こ
れ
に
針
金
を
巻

い
て
フ
ジ
を
と

る
)
、
丸
ノ
ミ
は
竹
を
直
角

に

曲
げ

る
場
合

に
、
た
け

の
中
を
削

る
た

め
に
使
う
、

モ
ミ
ギ
リ

(穴
を
開

け
る
)
な
ど

で
あ
る
。

材
料
は
真
竹

で
、
工
芸
品
は
ほ
と
ん
ど
真
竹

で
あ

る
が
、
草
刈
り
籠
に

は
孟
宗
竹
を
使
う
。
柿
之
内
地
内
で
は
立
派
な
竹
が
と
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
材
料

の
竹
は
十

一
月
か
ら

一

月
ま

で
の
間
に
切
る
も

の
と
さ
れ

て
い
る
。

そ
れ
以
外

の
季
節
は
竹
が
水
を
多
く
含

ん
で
し
ま

い
、
竹
製
品

に

し

て
も
早
く
傷
む

た
め

に
切
ら
な

い
。

籠
屋

に
は
職
業
神
は
な
か

っ
た
。
聖
徳
太
子

の
下
に
は

一
一
人

の
職
人
が

い
た
と

い
う
が
、
そ

の
中
に
籠
職

人

は
い
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
大

工
な
ど
と
異
な
り
籠

屋
は
聖
徳
太
子
を
祀

っ
た
り

は
し
な

い
。
た
だ
、
縁
起

を

か

つ
ぐ

こ
と
は
あ
り
、
品
物
を
納

め
る
と
き
は
仏
滅
は
日
が
悪

い
の
で
さ
け
た
。
ま

た
唐
丸
籠
は
臣
日
、
罪
人

に
被
せ
た
籠
と

い
わ
れ
て

い
る
の
で
つ
く
ら
な
か

っ
た
。

【写 真93】 籠 あみ(提 供

、 這価q織糊▲一

渋 谷 良、雄i)【写真94】 籠製品
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仕
立
職

猪
合
昭
博

(
昭
和
十

五
年
生
れ
)

親
が
仕
立
職

で
あ

っ
た

の
で
、
昭
和

三
十

一
年
に
親
か
ら
技
術
を
習

っ
た
。
親
方
と

し
て
の
親
は
厳
し

い
と
き
も
あ

っ
た
が
、

い
つ
も

そ
う

で
は
な

か

っ
た
。
弟
子

に
は

い
っ
て
最
初

は
針
を
使
え

る
よ
う

に
指
導
さ
れ
た
も

の
で
、
教
わ

る
順
序
に
特
別
な
も

の
は
な

い
。
道
具
は
親
か
ら
受
け

つ
い
だ

も

の
が
ほ
と

ん
ど

で
あ

っ
た
。
小
遣

い
は
少
し
も
ら
う
程
度

で
、
休
み
は
祝

日
や
、
盆
と
正
月
、
祭
り
の
と
き
な
ど

に
限
ら
れ
て
い
た
。
修
業
中

つ
ら

か

っ
た

の
は
、
仕
事

が
終

ら
ず
夜

の
十

一
時
か
ら
午
前
零
時

こ
ろ
ま
で
残
業

が
続
く
よ
う
な
と
き

で
、
場
合

に
よ

っ
て
は
夜

中
の
二
時
ぐ
ら

い
ま
で
や

っ
た

こ
と
も
あ

っ
た
。
形

が
で
き
あ
が

っ
た
と
き

が

い
ち
ば
ん
う
れ
し
か

っ
た
。
五
年
ぐ
ら

い
親

の
も
と

で
修
業
し
た
が
、
年
季
が
あ
け

る
と
き

に
は

裁
縫
道
具

一
式
を
も

ら

っ
た
。

二
〇
年
ほ
ど
前

の
こ
と

で
あ
る
が
、
郡
山

で
東
京
か
ら
講
師
を
招

い
て
裁
縫

の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
受
講
者
は

一
〇
人
ぐ
ら
い
で
、

講
師
か
ら
裁
縫

の
ポ
イ

ン
ト
、
裁
断

、
寸
法

の
と
り
方
な
ど
を
教
わ
り
、
と

て
も

い
い
勉
強

に
な

っ
た
。

仕
事

の
手
順

は
、
①
布
地
を
そ
ろ
え

る
と

こ
ろ
か
ら
は
じ
め

る
。
生
地
な
ど
の
材
料
は
卸
屋
か
ら
仕
入
れ
る
。
②
蒸
気
を
か
け
て
、
生
地
を

つ
ま
ら

せ
る
。
こ
れ
は
蒸
気

で
生
地
を
縮
め
る
の
で
あ
る
。
③
型
紙
で
型
を
と
り
裁
断
す
る
。
④

仮
縫

い
。
⑤

そ
の
人

に
あ
う
よ
う

に
補
正
す
る
。
⑥
本
縫

い
。

⑦
仕

上
げ
、
こ
れ
を
ま
と
め
と

い
う
。
こ
こ
ま

で
で
約

一
週
間
か
ら

一
〇
日
か
か
る
。
襟
、
袖

つ
け
が
難
し
く
、
こ
こ
が
仕
立
職

の
勘
ど

こ
ろ
で
あ
る
・

依
頼

し
て
く
れ
た
人

の
希
望

に
沿
え
る
も

の
を

つ
く

る
こ
と
が
最
も
大
事

で
あ

る
。

道
具
は
針
、
ミ
シ
ン
、
ア
イ

ロ
ン
、
は
さ
み
、
目
打
ち
、
も

の
さ
し
、
腕
木

(腕
を
休
め
る
も

の
)
な
ど

で
、
道
具
の
手
入
れ
は

ミ
シ

ン
に
油
を

さ

す
程
度

で
あ
る
。

得
意
先
を
開
拓
す

る
な
ど
と

い
う
こ
と
は
な

い
し
、
あ
え
て
宣
伝
す

る
こ
と
も
な

い
が
、
結
婚
式
な
ど

の
と
き

や
、
近
く
還
暦
を
迎
え

る
人
と
同
席

し
た
り
す
る
と
、

「
こ
う

い
う
服
ど
う

で
す
か
」
な
ど
と
勧
め
た
こ
と
が
あ
る
。

仕
立
職

の
職
業
神
は
特

に
な

い
。

し
か

し
品
物
を
納

め
る
と
き

は
、
仏
滅
は
日
が
悪

い
の
で
さ
け
た
。
洋
服
は

「良

い
服
」
と
も

い
い
、
「
福

(服
)

を
呼
び
込
む
」
と
も

い
っ
た
。
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(四
)
そ
の
ほ
か
の
職
人
の
仕
事

三
城
目
石

・
白
河
石
な
ど
良
質

の
石
を
産
出
す

る
こ
と
か
ら
石
に
関
す
る
職
人
は
割
合
と
多

か

っ
た
。
セ

メ
ン
ト
工
事

が
多
く
な
か

石

工

っ
た
時
代

に
は
、
家
の
土
台
石
、
カ

マ
ド
、
風
呂
、

石
垣
、
石
塀
、
石
蔵

、
石
灯
篭
、
墓
石
な
ど
用
途
も
広
か

っ
た
。
石
工
は
大
別

す

る
と
石
山
か
ら
石
を
切
り
出
す
仕
事
と

、
石
材
を
加
工
し
て
整

形
す

る
仕
事
が
あ
る
。
両
方
を
手
が
け
る
人
も

い
た
が
、
細
か

い
細
工
物

は
、
彫
刻

技
術
を
修
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
ず
れ
も
弟

子
入
り

し
て
五
、
六
年
修
業

し
て

一
人
前
に
な
る
。

石
山
か
ら
切
り
出
す

石
取
り
は
、
石
の
目
を
見
極
め

て
割
る
。
こ
の
目
を

み
る

こ
と
が
で
き
な

い
と
割

っ
た
後
、
用
材

に
適
さ
な

い
石
く
ず
に
な

っ

て
し
ま
う
と

い
う
。

石
に

一
〇
焼
昌
ル
間
隔
に
矢

(鉄
く
さ
び
)
を

い
れ
る
。
矢
を
打

つ
こ
と
を

「矢
じ
め
」
と

い
い
、
石
の
割
れ
旦
ハ合
を
み
て

ハ
ン

マ

ー
で
交
互
に
打

つ
。

ハ
ン

マ
ー
の
柄
は
三
尺
以
上

の

「
う
し
こ
ろ
し
」
と

い
う
丈
夫
な
木
で

つ
く

る
。
割
れ
る
と
テ

コ
で
落
と
す
。
石
に
穴
を
刻

み

ハ

ッ
パ

(ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
)
を
使
う
こ
と
も
あ

る
。

切
り
落
し
た
石
は
用
途

に
よ

っ
て
、
ノ
ミ
で
割
り
石
材
と
し
て
整
形
す

る
。
山

で
と

っ
た
石
を
運
搬
す
る

の
は
木

の
枝
を

し
い
て

「
修
羅
」
を

つ
く

り

ひ
い
て
道
路
ま
で
運
ん
だ
。

石
材
を
加
工
す
る
石
工
は
、
製
作
す
る
物
に
よ

っ
て
石
材
を
選
び
、
ま
ず

ノ
ミ
で
大
と
り
を
し
て
、

ノ
ミ

・
チ

ョ
ウ
ナ
を
使

い
わ
け
し

て
削

っ
て
整

形
す

る
。
最
後
に
砥

石
で
、
荒

・
中

・
細
の
三
段
階

で
仕
上
げ
を
す
る
。
墓

石
や
燈
篭
な
ど
は
部
分
を

つ
く
り
組
み
あ
げ

て
い
く
。

み

か
げ
い
し

最
近
は
御
影
石

(花

円岡
岩

)
の
輸
入
が
ふ
え
、
需
要
も
ま
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
石
切
り

の
石
工
と
細
工
を
す
る
石
工
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
化
し
て

い
る
こ
と
が
多

い
。

石
工
は
企
業
化
し
、
最
近

で
は
工
場
で
機
械
生
産

に
な

っ
て
き
て

い
る
。

日
本
家
屋
で
多
用
さ
れ
る
畳
は
、
そ
の
部
屋

の
風
格
に
も

関
係
し
、
立
派
な
部
屋
の
畳
を

つ
く
る
職
人
の
仕
事

は
極
め

て
重
要
な
役

畳

職

ま

割
で
あ

っ
た
。
上

の
問
に
は

へ
り
付
畳
を
、
居
間
に
は
畳
表
を
折
り

こ
ん
だ

へ
り
な

し
畳
を
使
用
す
る
の
が
普
通

で
あ

っ
た
。
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レ
　こ

畳
職
人
は
仕
事
場
で
芯
に
な
る

「床
」
を
、
藁
を
重
ね
て
縫

い
あ
げ
、
注

文

の
部
屋

の
間
尺
に
あ
わ
せ
て
裁
断

し
、
畳
表
を
縫

い
つ
け
る
。
熟
練
を
要

す

る
仕
事

で
弟
子
入
り
し
て
修
業
し

て

一
人
前
に
な

る
。

床

か
ら

つ
く
る

の
は
大
が
か
り
な
設
備
が
必
要
な

の
で
、
町
中

の
畳
屋
は

床
と
表
は
他
所
か
ら
仕

入
れ
る
こ
と
が
多

か

っ
た
と

い
う
。

お
も
こ

畳
屋
の
仕
事

で

一
番
多

い
注
文
は
、

表

が
え

で
、
汚
く
な

っ
た
表
を
新

し
い
も

の
に
か
え
る
こ
と
と
、
裏
返
し
を
し

て
再
び
使
う

よ
う

に
す

る
こ
と

で

一
般
家
庭

で
は
表
の
両
面
を
使

っ
て
か
ら
新
し

い
表

に
す

る
こ
と
が
普
通

で
あ

っ
た
。
ま
た
床
を

か
え

る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か

っ
た
。

表
が
え
は
、
各

家
庭

に
出
張
し

て
そ

の
場
で
す
る
の
が
普
通

で
、
竹
行
李

で
で
き

て
い
る
道

具
入
れ

(な
ぜ
か
畳
屋
の
道

具
入
れ
は
竹
行
李
)
に
、

ほ
う

ち

ょ
う

針
な
ど

の
大
小

・
長
短

の
針
と
大
小

の
庖

丁

な
ど
の
道

具
を

い
れ
、
定
規
、

を

ロ

日
力
よ
・つ

現
在
で
は
自
動
車

で
畳
を
運
び
、

鉄
鍋
な
ど
は
貴
重
品
で
あ

っ
た
。

い

か

け

屋

修
理

・
修
繕
し
て
使
う

の
が
当
然

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

暴
詳

瑠

縦

趨

楠
喋器臨

..〆 ・ ∴'

藁鰹 響
【写真951畳 職 の仕 事(提 供 石井三 九郎)

 

ヘ
リ
を
と
め
る

ヘ
リ
シ
キ
、

ヘ
リ
を
ま
く
る
カ

ヘ
シ
針
、

ヘ
リ
を
縫
う

サ
シ

物
指
、
分
解

で
き
る
作
業
台
を
自
転
車
な
ど
に

つ
け
て
弁
当
持
参

で
毎

ま
た
少
し

へ
こ
ん
だ
床
に
藁
を
加
え

て
つ
く
り
か
え

る
こ
と
も
よ
く
あ
る
仕
事
だ

っ
た
と

い
う
。

作
業
場

で
機
械

で
仕
事

を
し
て

い
る
の
で
当
時

の
よ
う
す

は
み
ら
れ
な

い
。

若
し
穴
な
ど
あ

け
て
し
ま
う
と
、

い
か
け

屋
が
ま
わ

っ
て
く
る
ま

で
待

っ
た
。
こ
わ
れ
た
も

の
は

い
か
け
屋
は
、
リ
ヤ
カ
ー
な
ど

に
ブ
イ

コ

(吹
子
)
と
炭
と
金
敷

(金

床
)
な
ど
を
積

ん
で
や

っ
て
く
る
。
軒
前
な
ど
を
か
り

て
店
び
ら
き

す
る
と
待

っ

て
い
た
人

々
が
そ
れ
ぞ
れ
鍋

・
釜
な
ど

の
修
理
を
頼
み
に
く
る
。
町
に
店
を
も

つ
い
か
け
屋
も
あ

っ
た
が
、
農
家
で
は
こ
れ
を
待

つ
こ
と

が
多
か

っ
た
。

同
じ
よ
う

に
、
鋸

の
目
立

て
屋
、
刃
物

の
研
ぎ
師

(刃
物
だ
け

は
研
ぎ
屋

で
は
な
く
研
ぎ
師

)
も
ま
わ

っ
て
く
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
ま
た
桶
屋
が
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ま
わ

っ
て
タ
ガ
の
ゆ
る
ん
だ
桶

や
樽
を
修
理
し
た
り
、

下
駄
屋
が
高
下
駄
の
歯

の
い
れ

か
え
を
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
と

い
う
。

矢
吹
町

に
は
会
津
屋

(中

町
)、
須
藤
下
駄
店

(中
町
)
、
芳
賀
下
駄

下

駄

屋

店

(中
町
)
な
ど
製
造

・
販
売

の
下
駄
店
が
あ

っ
た
。

下
駄
と

い

っ

ほ
お

ば

こ
ま

デ

だ

た
ら
桐
材

の
朴
歯

の
高

下
駄
と
か
余

所
行
き

の
駒

ド
駄
な
ど
だ
れ
も

が
は
く
必
需
品

で

あ

っ
た
。
ま

た
、
盆
と
か
正
月
に
は
、
ポ

ッ
コ
リ
下
駄
や
桐
下
駄
を

買

っ
て
も
ら

っ
て

子
ど
も
た
ち

は
大
変
喜
ん

で
、
年

一
、
二
回
の
子

や
孫

へ
の
贈
り
物
に
も
な

っ
て
い
た
。

下
駄
屋
の
庭
先

や
裏
手

に
桐

の
下
駄
材
を
玉
切
り

に
し

て
丸
く
高
く
積

ん
で
乾
燥
し

て
い
る
風
景
も
よ
く
み
ら
れ
た
。

下
駄
を

つ
く

る
に
は
、
桐
、
ポ
プ

ラ
、
杉
な
ど

の
軽

い
木
質

の
木
材
を
玉
切
り

け
、
小
引
き

、
削
り
、
乾
燥
、
仕

上
げ
と
多
く

の
日
数
と
た

い
へ
ん
な
作
業
行
程
を
要

し
た
。

か
し
た
仕
上
げ
を
す
る
。
そ
れ
に
鼻
緒
を

つ
け
店
頭
に
並

べ
る
わ
け

で
あ
る
。

鼻
緒

は
別

に
仕
入
れ
、
客
の
好

み
で
そ

の
場

で
鼻
緒
を

つ
け
る
事
も
多
か

っ
た
。

矢
吹

で
最
後
ま

で

(平
成
四
年

こ
ろ
)
製
造
を
続
け
た
芳
賀
ド
駄
店

(芳
賀
重
治

)
は
、

を
広
げ

た
が
、

一
足
ず

つ
の
手
づ
く
り

で
製
造
を
続
け
た
。

通
常

下
駄
店
は
新
し

い
下
駄
の
販
売
と
、
鼻
緒
の

つ
け
か
え
、
高
下
駄
、

や
が
て
下
駄
は
和
服
専
用
の
履
物
と
な
り
、

る
店

は
な
く
な
り
、
下
駄
屋
は
靴
屋

に
か
わ
り
、
下
駄

は

一
部
地
方

の
特
産

品
に
な

っ
た
り
、

っ
た
。
か

つ
て
の
製
造
販
売

の
下
駄
屋
は
姿
を
消

し
た
。

輿 ・ 瓢寒

}ご 夢爵ミ
紛ぬ 〆_
【写真96】 いかけ屋

讐纏

 

(
お
お
よ
そ

ド
駄

の
大
き

さ
に
切

る
)

に
し

て
よ
く
乾
燥
し
、
墨
掛

特

に
仕
上
げ

は
入
念

に
お

こ
な

い
、
材
質

の
特
徴
を
生

さ
ら
に
買
手
が

つ
く
と
そ
の
足

に
あ
わ
せ

て
鼻
緒

の
調
節
を
す
る
。

一
時
物
資
不
足

の
時
期

に
は
鼻
緒
も

つ
く

っ
た
と

い
う
。

古
殿
町
で
修
業

し
た
職
人

で
白
河
市

な
ど

の
店

に
も
販
路

中
歯

下
駄

の
歯

の
い
れ
か
え
も
し

て
い
る
。

和
服
の
着
用

の
減
少
と
と
も

に
需
要
が
な
く
な

っ
て
く
る
。

下
駄
屋
と
し
て
専
門
に
下
駄
を
売

っ
て

い

大
手
工
場

の
製
品
と
し
て
現
在

は
売

ら
れ

る
程
度
に
な
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